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御
釜
（
別
名
、
五
色
沼
）
は
、
宮
城
県
と
山
形
県
の
県

境
に
位
置
し
、
蔵
王
連
峰
（
蔵
王
国
定
公
園
）
の
熊
野

岳
、
地
蔵
岳
、
刈
田
岳
な
ど
の
山
々
を
有
す
る
火
山
群
の

中
の
一
つ
の
五
色
岳
の
中
に
あ
り
、
噴
火
後
の
火
口
に
水

が
た
ま
っ
て
出
来
た
火
口
湖
で
、
湖
の
大
き
さ
は
、
直
径

約
３
３
０
ｍ
、
最
大
水
深
約
30
ｍ
を
有
し
ま
す
。
天
候
等

諸
条
件
に
よ
っ
て
湖
水
の
色
が
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
調

や
る
り
色
調
に
変
化
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
五
色
沼
と
も

呼
ば
れ
豊
か
な
表
情
を
見
せ
て
く
れ
る
蔵
王
の
シ
ン
ボ
ル

で
す
。

　
御
釜
は
、
宮
城
県
の
代
表
的
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
で
、
蔵

王
町
の
遠
刈
田
温
泉
か
ら
約
40
分
、
蔵
王
エ
コ
ー
ラ
イ
ン

か
ら
蔵
王
ハ
イ
ラ
イ
ン
（
有
料
道
路
）
を
経
由
し
駐
車
場

に
車
を
止
め
る
と
、
展
望
ポ
イ
ン
ト
ま
で
は
バ
リ
ア
フ

リ
ー
と
な
っ
て
い
て
山
歩
き
に
自
信
が
な
い
方
で
も
そ
の

雄
大
な
眺
め
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
御
釜
の
周
辺
に
は
、
高
山
植
物
が
数
多
く
自
生

し
て
お
り
、
蔵
王
エ
コ
ー
ラ
イ
ン
沿
い
か
ら
は
『
こ
ま

草
』『
ハ
ク
サ
ン
チ
ド
リ
』『
リ
ン
ド
ウ
』
等
の
花
を
見
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
蔵
王
連
峰
の
峰
を
刈
田
岳
か
ら
南
に
屏
風
岳

に
向
け
て
縦
走
す
る
と
、
別
名 

”お
花
畑
“
と
言
わ
れ
て

い
る
『
芝
草
平
』
が
あ
り
、
多
種
類
の
高
山
植
物
が
生
息

す
る
湿
地
帯
で
、
雪
が
残
る
６
月
上
旬
か
ら
夏
真
っ
盛
り

の
８
月
上
旬
ま
で
、
上
品
で
可
憐
な
花
を
次
々
に
鑑
賞
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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白神山地科学委員会を開催
計画課

　

３
月
８
日
（
土
）、
東
北
森
林
管
理

局
に
お
い
て
、
第
８
回
白
神
山
地
世

界
遺
産
地
域
科
学
委
員
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。　

　

本
委
員
会
は
、
白
神
山
地
の
遺
産

価
値
を
保
全
し
、
科
学
的
知
見
に
よ

る
順
応
的
保
全
管
理
を
行
う
た
め
、

平
成
22
年
に
白
神
山
地
世
界
遺
産
地

域
連
絡
会
議
へ
の
助
言
機
関
と
し
て

設
置
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

会
議
の
冒
頭
、
黒
川
東
北
森
林
管

理
局
長
か
ら
「
昨
年
改
定
さ
れ
た
遺

産
地
域
の
新
管
理
計
画
を
踏
ま
え
、

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
で
森
林
の
変
化
を
的

確
に
把
握
し
、
生
態
系
の
順
応
的
な

管
理
に
役
立
て
て
い
く
。
ま
た
、
ニ

ホ
ン
ジ
カ
や
入
山
利
用
へ
の
対
応
に

つ
い
て
は
、
白
神
山
地
の
保
全
管
理

や
秩
序
あ
る
利
用
を
進
め
る
上
で
の

課
題
と
な
っ
て
お
り
、
科
学
委
員
会

で
の
議
論
を
経
て
具
体
的
な
方
向
性

を
整
理
し
て
い
き
た
い
」
と
の
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
植
物
生
態
学
、
温
暖
化

影
響
評
価
、
野
生
生
物
管
理
学
、
応

用
地
形
学
な
ど
各
分
野
の
専
門
家
の

委
員
７
名
が
出
席
し
、
中
静
透
委
員

長
（
東
北
大
学
大
学
院
教
授
）
の
議

事
進
行
の
下
、
次
の
議
題
に
つ
い
て

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

モ
ニ
タ
リ
ン
グ

　

実
施
機
関
か
ら
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

の
実
施
状
況
と
26
年
度
計
画
を
説
明

し
ま
し
た
。
委
員
か
ら
は
「
イ
ヌ
ワ

シ
同
様
、
ク
マ
ゲ
ラ
も
行
動
圏
は
か

な
り
広
い
の
で
、
過
去
に
遺
産
地
域

内
で
確
認
さ
れ
た
所
に
加
え
て
、
周

辺
地
域
で
の
記
録
に
つ
い
て
も
情
報

を
集
め
て
お
い
て
ほ
し
い
」「
標
高
の

違
う
所
で
の
積
雪
深
が
、
温
暖
化
に

よ
っ
て
ど
う
変
わ
っ
て
い
く
の
か
は

重
要
な
デ
ー
タ
な
の
で
、
標
高
入
り

の
調
査
位
置
図
を
次
回
資
料
に
追
加

し
て
ほ
し
い
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
現
状
及
び
対
策

  

遺
産
地
域
周
辺
に
お
け
る
シ
カ
情
報

マ
ッ
プ
等
を
示
し
、
地
域
連
絡
会
議

か
ら
「
白
神
山
地
世
界
遺
産
地
域
ニ

ホ
ン
ジ
カ
対
策
方
針
（
骨
子
案
）」
を

説
明
し
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
は
「
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
だ
け

で
は
も
う
遅
い
時
期
だ
。
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
と
そ
れ
を
担
う
人
材
育
成
を
考

え
る
段
階
で
は
な
い
か
」「
定
点
カ
メ

ラ
が
45
台
で
は
足
り
な
い
。
１
０
０

台
で
も
少
な
い
く
ら
い
だ
」「
骨
子
案

に
は
、
情
報
を
集
め
る
体
制
は
書
か

れ
て
い
る
が
、
ど
う
い
う
影
響
低
減

策
を
と
り
得
る
の
か
を
打
ち
出
さ
な

い
と
、
対
策
方
針
と
し
て
は
不
十
分
」

「
遺
産
地
域
・
監
視
区
域
・
周
辺
地
域

を
区
分
し
た
の
は
い
い
が
、
エ
リ
ア

別
の
具
体
策
を
早
急
に
検
討
す
べ
き
」

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

入
山
利
用
へ
の
対
応

　

地
域
連
絡
会
議
か
ら
、
こ
れ
ま
で

の
入
山
利
用
で
は
世
界
遺
産
の
普
遍

的
な
価
値
に
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
な

大
き
な
課
題
は
見
受
け
ら
れ
な
い
と

し
た
各
種
デ
ー
タ
を
示
し
、「
核
心
地

域
へ
の
入
山
の
取
扱
い
に
関
す
る
今

後
の
検
討
方
針
（
案
）」
を
提
案
し
ま

し
た
。
特
に
、
原
則
入
山
禁
止
と
し

て
き
た
秋
田
側
の
核
心
地
域
に
つ
い

て
、
新
た
に
モ
デ
ル
的
利
用
を
試
行

す
る
検
討
を
始
め
る
こ
と
を
諮
り
ま

し
た
。

　

委
員
か
ら
は
「
核
心
地
域
内
を
巡

視
・
案
内
で
き
る
人
材
の
不
足
は
厳

し
い
問
題
。
白
神
を
守
る
た
め
に
は

人
の
手
が
必
要
で
あ
り
、
地
域
の
人

た
ち
の
知
恵
や
技
術
、
経
験
（
民
俗

知
）
を
引
き
出
し
な
が
ら
国
と
地
域

が
一
体
と
な
っ
て
白
神
を
守
っ
て
い

く
動
き
を
作
れ
た
ら
良
い
」「
希
少
種

を
守
る
と
い
う
前
提
で
提
案
事
項
を

進
め
て
も
良
い
と
思
う
」「
青
森
側
は

入
れ
る
の
に
秋
田
側
は
入
れ
な
い
と

い
う
の
は
合
理
的
に
説
明
で
き
な
い
。

ど
う
い
う
ル
ー
ト
だ
っ
た
ら
入
山
可

能
か
と
い
っ
た
検
討
を
始
め
て
良
い

の
で
は
な
い
か
」「
自
然
環
境
へ
の
影

響
を
考
慮
し
、
き
ち
ん
と
し
た
ガ
イ

ド
を
つ
け
て
利
用
し
て
い
く
と
良
い
」

な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
委
員
長
か
ら
「
遺
産
地

域
内
の
指
定
ル
ー
ト
入
山
者
数
で
見

る
限
り
、
大
き
な
影
響
は
出
て
い
な

い
よ
う
だ
。
連
絡
会
議
側
に
は
、
モ

デ
ル
的
な
入
山
試
行
案
を
次
回
提
案

し
て
ほ
し
い
。
委
員
会
と
し
て
、
そ

の
試
行
案
の
方
法
を
考
え
て
い
く
と

い
う
こ
と
で
検
討
方
針
（
案
）
を
了

承
す
る
」
と
の
総
括
を
頂
き
ま
し
た
。

委
員
の
後
任

　

昨
年
退
任
さ
れ
た
浅
沼
晟
吾
委
員

の
後
任
と
し
て
、
堀
野
眞
一
氏
（
森

林
総
合
研
究
所
鳥
獣
生
態
研
究
室
長
）

を
新
委
員
に
選
任
す
る
こ
と
が
了
承

さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
多
く
の
報
道
機
関
も
来
場

し
、
委
員
会
の
様
子
が
報
道
さ
れ
、

白
神
山
地
へ
の
関
心
の
高
さ
が
感
じ

ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
委
員
会
で
頂
い
た
ご
意

見
を
十
分
参
考
と
し
、
白
神
山
地
に

お
け
る
保
全
管
理
や
秩
序
あ
る
有
効

利
用
に
向
け
た
施
策
を
関
係
機
関
と

連
携
し
て
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

黒川局長の挨拶

委員会の様子

2April 2014 



美しい
森林づくり

木
の
ぬ
く
も
り
と
木
材
利
用
を
Ｐ
Ｒ

三
陸
中
部
森
林
管
理
署

　

当
署
は
岩
手
県
沿
岸
南
部
に
位
置

し
、
３
市
２
町
の
国
有
林
約
29
千
ha

を
管
理
し
て
い
ま
す
。
三
陸
沿
岸
は

複
雑
に
入
り
組
ん
だ
リ
ア
ス
式
海
岸

と
な
っ
て
お
り
、
三
陸
復
興
国
立
公

園
に
指
定
さ
れ
観
光
名
所
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
五
葉
山
周
辺
の
山
岳
林
は
、

五
葉
山
県
立
自
然
公
園
の
指
定
を
受

け
て
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
等
の
場
と

し
て
広
く
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
３
年
が
経
過

し
ま
し
た
が
、
被
災
地
域
の
住
民
の

方
々
が
自
然
と
ふ
れ
あ
っ
た
り
、
木

の
ぬ
く
も
り
を
感
じ
な
が
ら
安
ら
い

で
い
た
だ
け
る
場
の
提
供
な
ど
、
被

災
市
町
等
と
連
携
し
て
復
興
・
再
生

に
向
け
て
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

日
向
ダ
ム
湖
畔
の
集
い
２
０
１
３

　

平
成
25
年
８
月
３
日
（
土
）、
釜

石
市
甲
子
町
の
県
営
日
向
ダ
ム
周
辺

に
お
い
て
「
日
向
ダ
ム
湖
畔
の
集
い

２
０
１
３
」
が
３
年
ぶ
り
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
一
時
中

断
し
て
い
ま
し
た
が
、
森
と
湖
に
親

し
む
旬
間
行
事
の
一
環
と
し
て
行
わ

れ
た
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
夏
休
み

中
の
親
子
連
れ
な
ど
約
５
０
０
人
が

訪
れ
、
ダ
ム
堤
体
内
の
見
学
や
ボ
ー

ト
で
の
湖
面
パ
ト
ロ
ー
ル
、
ニ
ジ
マ

ス
の
つ
か
み
捕
り
等
が
行
わ
れ
、
自

然
を
満
喫
し
て
い
る
様
子
で
し
た
。

　

当
署
か
ら
は
、
職
員
４
名
が
参
加

し
て
ス
ギ
の
間
伐
材
を
使
用
し
た
木

工
教
室
で
、
巣
箱
や
椅
子
、
プ
ラ
ン

タ
ー
カ
バ
ー
の
製
作
補
助
を
行
い
ま

し
た
。

　

木
工
教
室
に
は
約
60
組
の
親
子
連

れ
が
次
々
に
訪
れ
、
盛
況
の
う
ち
に

終
了
し
ま
し
た
。

  

平
成
25
年
10
月
27
日
（
日
）、「
第

29
回
気
仙
ス
ギ
ま
つ
り
」
が
住
田
町

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
気
仙
ス
ギ
ま

つ
り
は
気
仙
２
市
１
町
（
大
船
渡
市
、

陸
前
高
田
市
、
住
田
町
）
の
持
ち
回

り
で
実
施
し
て
お
り
、
同
時
開
催
と

な
っ
た
「
す
み
た
産
業
ま
つ
り
」
と

併
せ
て
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま

し
た
。

　

気
仙
ス
ギ
ま
つ
り
に
は
、
気
仙
地

域
の
良
質
材
を
Ｐ
Ｒ
し
、
森
林
・
林

業
に
理
解
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
、

当
署
や
大
船
渡
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
、

気
仙
地
方
森
林
組
合
、
チ
ェ
ン
ソ
ー

ア
ー
ト
の
「
杣
遊
会
」
な
ど
が
参
加

し
ま
し
た
。

  

開
会
式
で
は
、
多
田
住
田
町
長
よ
り

「
沿
岸
地
域
の
復
興
を
願
う
た
め
に
、

ま
つ
り
で
気
勢
を
上
げ
た
い
」
と
挨

拶
が
あ
り
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
と
餅
ま

き
を
行
い
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

当
署
で
は
木
や
自
然
に
ふ
れ
あ
う

体
験
コ
ー
ナ
ー
と
し
て
、
五
葉
山
周

辺
や
身
近
に
あ
る
樹
木
を
10
種
類
用

意
し
、
特
徴
な
ど
の
ヒ
ン
ト
を
も
と

に
樹
木
名
を
解
答
し
て
も
ら
う
樹
木

当
て
ク
イ
ズ
、
輪
切
り
材
な
ど
を
使
っ

た
木
工
細
工
教
室
を
行
い
ま
し
た
。

樹
木
当
て
ク
イ
ズ
に
参
加
し
た
小
学

生
は
、「
ヒ
ン
ト
を
見
な
が
ら
や
っ
た

け
ど
難
し
い
」
と
、
真
剣
に
見
比
べ

な
が
ら
解
答
用
紙
に
記
入
し
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
木
工
細
工
教
室
で
は

親
子
連
れ
や
小
学
生
た
ち
が
次
々
に

訪
れ
、
動
物
を
型
ど
っ
た
も
の
な
ど
、

思
い
思
い
の
作
品
作
り
を
楽
し
む
姿

が
見
ら
れ
ま
し
た
。

  

そ
の
ほ
か
、
今
年
の
８
月
に
完
成
予

定
の
住
田
町
役
場
新
庁
舎
に
使
用
さ

れ
る
地
元
産
の
ス
ギ
象
徴
木
（
長
さ

約
９
ｍ
、
直
径
約
70
㎝
）
を
磨
く
コ
ー

ナ
ー
に
は
多
く
の
町
民
の
方
々
が
参

加
し
て
い
ま
し
た
。

  

当
署
で
は
、
国
有
林
で
実
施
し
て
い

る
各
種
事
業
を
紹
介
す
る
現
場
見
学

会
、
森
林
散
策
な
ど
国
有
林
を
身
近

に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
取
組

を
今
後
も
行
っ
て
い
き
ま
す
。

第
29
回
気
仙
ス
ギ
ま
つ
り

イス作りに熱中する子ども達プランターカバーを作りました

木工細工を楽しむ親子連れ
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三
陸
北
部
森
林
管
理
署

新
庁
舎
完
成

　
　
　
三
陸
北
部
森
林
管
理
署

　

平
成
23
年
３
月
11
日
、
東
日
本
大
震
災
の

大
津
波
で
流
出
し
た
跡
地
に
新
庁
舎
が
完
成

し
、
平
成
26
年
３
月
14
日
（
金
）、
三
陸
北

部
森
林
管
理
署
新
庁
舎
の
披
露
式
を
地
元
関

係
者
外
40
名
の
出
席
の
も
と
開
催
し
ま
し

た
。

　

新
庁
舎
は
東
日
本
大
震
災
の
大
津
波
を
教

訓
に
１
階
を
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の
ピ
ロ

テ
ィ
形
式
と
し
、
２
・
３
階
を
カ
ラ
マ
ツ
大

断
面
集
成
材
に
よ
る
木
造
の
混
構
造
で
総

延
床
面
積
５
０
８
．30
㎡
、
２
階
は
事
務
室
、

署
長
室
、
会
議
室
、
書
庫
等
、
３
階
は
宮
古

森
林
事
務
所
等
と
し
、
周
辺
の
住
居
に
馴
染

む
よ
う
に
勾
配
屋
根
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。

　

１
階
玄
関
部
分
の
外
壁
は
ス
ギ
板
張
り
と

し
、
森
林
管
理
署
の
木
の
イ
メ
ー
ジ
と
ピ
ロ

テ
ィ
の
重
苦
し
さ
を
緩
和
す
る
よ
う
に
配
慮

し
ま
し
た
。

　

２
階
部
分
に
は
、
東
か
ら
南
側
ま
で
ベ
ラ

ン
ダ
を
設
置
し
、
建
物
の
ア
ク
セ
ン
ト
と
す

る
と
共
に
、
津
波
に
対
す
る
防
災
を
意
識
さ

せ
る
デ
ザ
イ
ン
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
外
部

か
ら
昇
降
で
き
る
外
部
階
段
を
設
け
、
素
早

く
避
難
が
出
来
る
安
心
感
を
持
た
せ
た
デ
ザ

イ
ン
と
し
ま
し
た
。

　

使
用
木
材
に
つ
い
て
は
、
国
産
間
伐
材
、

合
法
性
、
持
続
可
能
性
が
証
明
さ
れ
た
も
の

を
基
本
と
し
、
大
断
面
集
成
材
に
つ
い
て
は

カ
ラ
マ
ツ
、
そ
の
他
構
造
材
は
カ
ラ
マ
ツ
・

ス
ギ
・
ナ
ラ
・
タ
モ
を
使
用
す
る
な
ど
、
木

の
ぬ
く
も
り
を
ふ
ん
だ
ん
に
感
じ
さ
せ
る
も

の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
事
務
室
に
は
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
利

用
を
促
進
す
る
た
め
ペ
レ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ
を

設
置
、
サ
ッ
シ
・
照
明
に
つ
い
て
も
、「
地

球
温
暖
化
防
止
対
策
促
進
法
」
に
準
拠
し
、

CO2
等
の
削
減
及
び
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
の
た
め

断
熱
サ
ッ
シ
・
ペ
ア
ガ
ラ
ス
及
び
照
明
器
具

は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　

披
露
式
に
出
席
し
た
局
長
か
ら
は
「
新
庁

舎
は
、
先
に
完
成
し
て
い
る
隣
接
す
る
公
務

員
宿
舎
を
含
め
地
域
の
方
々
の
災
害
時
の
一

時
避
難
場
所
と
し
て
の
機
能
、
ま
た
機
能
的

で
快
適
な
デ
ザ
イ
ン
が
採
用
さ
れ
、
来
訪
者

の
方
々
に
も
心
地
よ
く
過
ご
し
て
頂
け
る
。

新
庁
舎
の
完
成
を
機
に
、
一
層
気
持
ち
を
引

き
締
め
て
、
効
率
的
な
業
務
運
営
に
努
め
、

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復
興
、
多
様

で
健
全
な
森
林
の
整
備
そ
し
て
、
林
業
・
木

材
産
業
の
再
生
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
参

る
考
え
で
あ
る
。」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

お
近
く
に
お
越
し
の
際
は
是
非
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
。

公
益
的
機
能
維
持
増
進

協
定
の
締
結

東
北
森
林
管
理
局
・
上
小
阿
仁
支
署

　

３
月
７
日
（
金
）、
東
北
森
林
管
理
局
で

は
初
め
て
と
な
る
「
小
沢
田
地
域
公
益
的
機

能
維
持
増
進
協
定
」
を
北
秋
田
市
在
住
の
森

林
所
有
者
藤
島
二
三
夫
、
智
子
さ
ん
と
締
結

し
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
は
、
平
成
24
年
の
国
有
林
野
の

管
理
経
営
に
関
す
る
法
律
等
の
改
正
に
よ

り
、
国
有
林
の
有
す
る
公
益
的
機
能
の
維
持

増
進
を
図
る
た
め
に
新
た
に
設
け
ら
れ
た
も

の
で
す
。
国
有
林
に
隣
接
・
介
在
す
る
民
有

林
で
、
小
規
模
で
孤
立
分
散
し
立
地
条
件
が

不
利
で
あ
る
こ
と
等
か
ら
森
林
所
有
者
に
よ

る
施
業
が
十
分
に
行
わ
れ
ず
、
公
益
的
機
能

の
低
下
が
み
ら
れ
る
森
林
を
対
象
と
し
て
、

森
林
所
有
者
と
森
林
管
理
局
長
と
が
「
公
益

的
機
能
維
持
増
進
協
定
」
を
結
ぶ
こ
と
で
、

国
が
民
有
林
と
国
有
林
の
一
体
的
な
整
備
・

保
全
を
図
る
こ
と
と
す
る
も
の
で
す
。

　

協
定
の
対
象
と
な
る
森
林
は
、
米
代
東
部

森
林
管
理
署
上
小
阿
仁
支
署
管
内
小
沢
田

地
区
に
あ
る
民
有
林
３
．34 

ha
、
国
有
林
27
．

34 

ha
で
す
。
当
該
箇
所
は
、
国
有
林
に
取
り

囲
ま
れ
て
民
有
林
で
の
集
約
化
が
進
ま
ず
、

こ
れ
ま
で
無
間
伐
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

協
定
期
間
は
平
成
26
年
３
月
７
日
〜
平
成
28

年
３
月
31
日
ま
で
と
し
、
今
後
、
国
が
一
定

割
合
を
負
担
し
て
民
有
林
も
含
め
て
森
林
整

各
地
か
ら
の

た
よ
り

■三陸北部森林管理署
■東北森林管理局・上小阿仁支署
■津軽白神森林生態系保全センター
■朝日庄内森林生態系保全センター

The Letter From Each Place

庁舎全景

２階大断面集成材

2階事務室
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備
（
搬
出
間
伐
）
を
行
う
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。

　

締
結
式
は
、
局
長
室
に
お
い
て
、
藤
島
智

子
さ
ん
、
上
小
阿
仁
支
署
長
等
の
立
ち
会
い

の
も
と
、
智
子
さ
ん
の
御
子
息
で
あ
る
代
理

人
の
藤
島
新
さ
ん
と
局
長
の
間
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
智
子
さ
ん
た
ち
は
、「
今
ま
で
、
手

入
れ
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
こ

の
制
度
の
お
か
げ
で
間
伐
で
き
る
。」、「
作

業
路
が
入
る
こ
と
も
有
り
難
い
。
今
後
の
成

長
が
楽
し
み
」
な
ど
と
期
待
し
て
お
り
ま
し

た
。

　

今
後
と
も
、
民
国
連
携
の
重
要
な
ツ
ー
ル

の
一
つ
で
あ
る
本
協
定
制
度
を
有
効
に
活
用

し
て
、
国
有
林
の
公
益
的
機
能
の
維
持
増
進

を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

津
軽
白
神
森
林
生
態
系

保
全
セ
ン
タ
ー
活
動
展

津
軽
白
神
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
２
月
22
日
と
23
日
に

青
森
市
沖
館
市
民
セ
ン
タ
ー
で
、
ま
た
３
月

７
日
か
ら
10
日
に
は
青
森
県
つ
が
る
市
に
あ

る
「
イ
オ
ン
モ
ー
ル
つ
が
る
柏
店
」
に
お
い

て
、
当
セ
ン
タ
ー
で
の
取
組
を
一
般
の
方
に

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
「
活
動
展
」
を
開
催

し
、
合
計
で
約
４
０
０
名
の
来
場
が
あ
り
ま

し
た
。

　

こ
の
活
動
展
は
平
成
18
年
度
か
ら
毎
年
開

催
し
て
い
る
も
の
で
、
展
示
の
内
容
は
、
当

セ
ン
タ
ー
が
行
っ
て
い
る
自
然
再
生
活
動
や

林
業
体
験
を
通
じ
た
森
林
環
境
教
育
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
か
ら
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
研
修
生
の
受
け

入
れ
な
ど
の
様
子
、
セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ
で
撮

影
さ
れ
た
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
や
ニ
ホ
ン
カ
モ
シ

カ
な
ど
の
動
物
、
白
神
山
地
の
風
景
や
ア
オ

モ
リ
マ
ン
テ
マ
や
シ
ラ
ガ
ミ
ク
ワ
ガ
タ
な
ど

白
神
山
地
の
代
表
的
な
植
物
の
写
真
な
ど
職

員
が
撮
影
し
た
写
真
の
ほ
か
、
今
年
は
世
界

自
然
遺
産
登
録
20
周
年
事
業
と
し
て
白
神
山

地
連
絡
会
議
が
主
催
し
た
「
白
神
山
地
世
界

遺
産
」
20
周
年
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
入
賞

作
品
15
点
も
展
示
し
ま
し
た
。

　

来
場
者
か
ら
は
、「
き
れ
い
な
写
真
」「
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
み
た
い
」
と
い
う
声
、

「
マ
ナ
ー
は
良
く
な
っ
た
？
」「
遺
産
地
域
に

は
ど
う
や
っ
て
行
く
の
か
？
」
な
ど
の
質
問

が
あ
り
、
世
界
遺
産
へ
の
関
心
の
高
さ
も
み

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
「
続
け
て
も
ら
い
た

い
」「
い
い
写
真
を
あ
り
が
と
う
」
と
い
う

言
葉
を
い
た
だ
き
職
員
の
励
み
に
も
な
り
ま

し
た
。

　

そ
の
他
、
子
供
た
ち
に
自
然
に
興
味
を

持
っ
て
も
ら
お
う
と
今
年
も
「
ク
マ
ゲ
ラ
」

や
「
カ
ワ
セ
ミ
」
な
ど
の
野
鳥
の
塗
り
絵
や

イ
タ
ヤ
カ
エ
デ
、
サ
ク
ラ
、
オ
ニ
グ
ル
ミ
の

広
葉
樹
材
を
つ
か
っ
た
木
工
製
作
を
お
こ
な

い
木
の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

  

こ
の
よ
う
に
広
く
一
般
の
方
に
当
セ
ン

タ
ー
が
行
っ
て
い
る
活
動
を
知
っ
て
も
ら
う

と
と
も
に
、
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

し
て
白
神
山
地
を
体
験
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、「
白
神
山
地

世
界
自
然
遺
産
地
域
」
と
い
う
人
類
の
宝
物

を
伝
え
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
感
じ
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

「
み
ど
り
の
保
育
園
」
第
13
回
「
木
工

ク
ラ
フ
ト
も
っ
く
ん
作
り
」
開
催

　
朝
日
庄
内
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー

　

２
月
12
日
（
水
）
酒
田
市
宮
海
の
西
荒
瀬

保
育
園
で
木
工
ク
ラ
フ
ト
も
っ
く
ん
作
り
を

行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
快
晴
の
天
気
の
中
、
年
長
組
園
児

30
名
、
保
育
園
先
生
４
名
、
庄
内
森
林
管
理

署
４
名
、
朝
日
庄
内
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン

タ
ー
４
名
、
総
勢
42
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

最
初
に
保
育
園
の
遊
戯
室
で
、
23
日
に
酒

田
市
希
望
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
る
幼
児
音
楽

の
広
場
で
発
表
す
る
「
風
が
吹
い
て
い
る
」

の
楽
器
演
奏
と
踊
り
を
披
露
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。

指揮にあわせて演奏しています

各地の取り組みをご紹介します

協定締結者の藤島さん（右）と黒川局長（左）

活動展の様子①

塗り絵などを楽しむ子供たち 活動展の様子②
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続
い
て
西
荒
瀬
公
民
館
の
体
育
館
に
移
動

し
て
、「
も
っ
く
ん
・
森
の
く
ま
さ
ん
」
の

木
工
ク
ラ
フ
ト
作
り
を
行
い
ま
し
た
。
ク
ラ

フ
ト
作
り
の
体
験
発
表
で
は
、
今
ま
で
一
度

も
発
表
し
た
こ
と
が
な
い
園
児
数
名
か
ら

「
作
る
の
が
難
し
か
っ
た
、と
て
も
楽
し
か
っ

た
。」
と
元
気
に
発
表
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

今
回
で
今
年
度
の
み
ど
り
の
保
育
園
推
進

事
業
は
最
終
日
と
な
り
ま
す
。
最
後
に
園
児

の
皆
さ
ん
か
ら
「
み
ど
り
の
お
じ
さ
ん
、
今

ま
で
い
ろ
ん
な
こ
と
を
教
え
て
く
れ
て
あ
り

が
と
う
。」
と
い
う
我
々
へ
の
お
礼
の
言
葉

を
頂
き
、
担
当
者
と
し
て
何
よ
り
も
嬉
し
く

今
後
の
業
務
の
励
み
に
な
り
ま
し
た
。

朝
日
自
然
塾
６
「
雪
山
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

そ
し
て
囲
炉
裏
で
大
井
沢
を
楽
し
も
う
」

を
実
施
し
ま
し
た

朝
日
庄
内
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー

　

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
小
学
生
の
親
子
等
を

対
象
に
森
林
や
自
然
の
働
き
を
体
感
し
、
自

然
と
の
つ
き
あ
い
方
を
学
ぶ「
朝
日
自
然
塾
」

を
、
朝
日
山
地
森
林
生
態
系
保
護
地
域
及
び

そ
の
周
辺
地
域
で
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
25

年
度
最
後
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
３
月
１
日（
土
）

に
山
形
県
西
川
町
大
井
沢
で
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
好
天
に
恵
ま
れ
た
中
、
親
子
６

名
の
参
加
者
が
「
自
然
と
匠
の
伝
承
館
」
に

集
合
し
、
開
会
式
の
後
、
地
元
大
井
沢
区
の

方
か
ら
か
ん
じ
き
の
履
き
方
を
教
わ
り
ま
し

た
。

　

履
き
方
を
習
得
し
た
後
、
出
発
地
点
の
旧

小
学
校
へ
移
動
し
、
そ
こ
で
か
ん
じ
き
を
履

い
て
舎し

や
な
さ
ん

那
山
に
向
け
て
出
発
し
ま
し
た
。
子

供
達
が
か
ん
じ
き
の
歩
行
に
も
慣
れ
た
と
こ

ろ
で
、
圧
雪
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
を
歩
く

ラ
ッ
セ
ル
体
験
を
し
て
み
ま
し
た
。

　

ラ
ッ
セ
ル
の
後
は
、
オ
ニ
グ
ル
ミ
の
葉
痕

や
ウ
サ
ギ
に
食
べ
ら
れ
た
ク
リ
の
冬
芽
の
跡

な
ど
を
観
察
し
な
が
ら
雪
の
中
を
進
み
、「
巣

穴
発
見
！
」
と
ブ
ナ
の
樹
洞
を
発
見
し
た
子

供
か
ら
歓
声
が
上
が
る
と
、「
ム
サ
サ
ビ
の

住
み
家
で
時
々
利
用
し
て
い
る
よ
。」
と
ス

タ
ッ
フ
か
ら
の
説
明
が
あ
り
、
他
の
子
供
達

も
真
剣
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
一
行
は
１
キ
ロ
弱
の
道
の
り

を
、
気
持
ち
良
く
元
気
に
歩
い
て
行
き
、
ほ

ど
な
く
「
舎
那
山
」
山
頂
に
到
着
し
ま
し
た
。

　

山
頂
か
ら
は
、
眼
下
の
大
井
沢
温
泉
や
遠

く
月
山
な
ど
の
山
々
を
眺
め
る
こ
と
が
で

き
、
こ
こ
で
記
念
撮
影
を
行
い
ま
し
た
。

　

帰
り
道
で
は
、
雪
と
親
し
む
た
め
の
ネ
イ

チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、
２
ｍ
以
上
の
積

雪
が
あ
る
中
ぽ
っ
か
り
と
雪
融
け
し
た
泉
で

森
林
の
働
き
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

旧
小
学
校
へ
戻
っ
て
き
た
後
、
寒
河
江
川

の
河
川
敷
に
移
動
し
て
、
子
供
達
が
特
に
楽

し
み
に
し
て
い
た
「
雪
滑
り
」
を
親
子
一
緒

に
な
っ
て
楽
し
み
ま
し
た
。

　

昼
食
は
伝
承
館
で
、
大
井
沢
名
物
の
「
引

き
摺
り
う
ど
ん
」
を
み
ん
な
で
試
食
し
、
大

鍋
で
釜
茹
で
し
た
熱
々
の
う
ど
ん
に
外
で
冷

え
た
体
も
温
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

午
後
は
、
伝
承
館
で
割
り
箸
を
使
っ
た
ラ

イ
フ
ル
を
作
っ
た
り
、
大
井
沢
の
狩
人
（
マ

タ
ギ
）
の
前
田
さ
ん
か
ら
ス
ラ
イ
ド
を
交
え

た
熊
狩
り
体
験
談
や
豊
か
な
山
の
恵
み
の
話

を
聞
き
、
参
加
者
や
ス
タ
ッ
フ
も
熱
心
に
耳

を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
は
、「
大
井
沢
自
然
博
物
館
」
で
、

学
芸
員
の
武
浪
さ
ん
か
ら
大
井
沢
で
生
き
て

い
る
動
物
や
植
物
に
つ
い
て
の
説
明
を
聞

き
、
剥
製
・
標
本
類
を
見
な
が
ら
楽
し
く
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
参
加
者
の
方
か
ら
は
、「
身
近
な

自
然
の
解
説
を
聞
く
こ
と
は
初
め
て
で
、
と

て
も
た
め
に
な
っ
た
。」、「
今
回
参
加
で
き

な
か
っ
た
子
供
を
連
れ
て
、
ま
た
参
加
し
た

い
。」
と
嬉
し
い
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

26
年
度
も
「
朝
日
自
然
塾
」
の
実
施
を
予

定
し
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。　

マタギのお話に引き込まれました

The Letter From Each Place

巣穴を見つけた！

「舎那山」山頂で記念撮影

はじめてのかんじき体験です

紐の色はどれにしようかな
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　雪融けを待ちかねて咲く花々の季節。可憐な姿は
人々に春をつげるが、植物にすれば花は受粉の助っ
人を呼び寄せるための暖房の効いた食堂で、その存
在を主張するための看板だ。花から花へ飛び回る蝶
や蜂はよく目につくが、目をこらせば他にもひっそ
り客がいる。

C o l u m n
技術普及課長 青山　一郎

mini

ハナムグリハネカクシ（写真①、②）

ミ ニ コ ラ ム

  写真①・②は早春の花キクザキイチゲに集うハナ
ムグリハネカクシ。名前のとおり雄しべに潜り込ん
でいたりゴマ粒サイズなので、割と常連だが見落と
されがち。花粉を貪って受粉を助ける。花と集まる
虫達は大体どちらにも美味しいWin-Win の関係だ。

　ハネカクシはカブトムシの仲間だが、前翅が小さ
くて腹部を隠しきれず同類には見えない。丈夫な鞘
羽をスリム化し、狭い隙間で小廻りが効くよう適応
した。後翅は相応のサイズで普通に飛び回るが、着
地するとすぐに前翅の下に畳み込むのが名の由来。
とても種類が多く生態も多様だが見守る人は少な
く、国内でも数百の未記載種がいるという。写真③
は肉食のクロサビイロハネカクシ。写真④はキノコ
喰いのルリコガシラハネカクシ。春先の虫というわ
けではないが、雪融直後から見られる早起き者だ。

  マイナーなハネカクシの中でも危険な奴として
知っていた方が良いものとして、アオバアリガタハ
ネカクシ（写真⑤）がある。攻撃性はないが、体液
に皮膚炎をおこす有毒物質ペデリンを含むので、さ
わらないように注意が必要。身体にとまられたら潰
さないようにそっと払いのけるとよい。
  青葉の季節、日差しはどんどん高くなり、植物も
動物も一度に表舞台に踊り出す。一休みして山の息
吹を満喫しようか。

ハネカクシ

クロサビイロハネカクシ（写真③） ルリコガシラハネカクシ（写真④） アオバアリガタハネカクシ（写真⑤）

コアリガタハネカクシ アカバハネカクシ
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２・４ 農林水産省入省
13・８ 北海道局帯広分局企画調整室長
21・12 林野庁職員厚生課総括課長補佐
24・４ 林野庁林政課広報官

関口　高士
（埼玉県）

計画保全部長

12・４ 農林水産省入省
21・７ トロント日本国総領事館領事
24・８ 食料産業局海外展開専門官
25・４ 林野庁計画課国際森林減少対策調整官

川原　　聡
（福岡県）

企画調整課長

元・４ 秋田局計画課採用
11・４ 関東局販売課課長補佐
20・４ 東北局企画調整室監査官
23・５ 東北局盛岡署次長

剣持　賢一
（秋田県）

経理課長

52・４ 秋田局造林課採用     
15・４ 東北局企画調整室室長補佐 
21・４ 東北局企画調整室監査官 
23・５ 東北局遠野支署長

佐々木欣雄
（秋田県）

森林整備課長

55・４ 秋田局管理課採用
16・４ 東北局置賜署次長
21・４ 東北局森林整備部企画官
24・７ 東北局最上支署長

高橋　　守
（秋田県）

資源活用課長

54・４ 青森局計画課採用
18・４ 東北局経理課課長補佐
20・４ 東北局計画課課長補佐
22・８ 東北局下北署次長

石田　和彦
（岩手県）

津軽白神森林生態系
保全センター所長

58・４ 秋田局治山課採用
17・10 東北局職員厚生課企画係長
20・４ 東北局米代東部署総務課長
22・８ 東北局計画課課長補佐

加藤　重義
（秋田県）

朝日庄内森林生態系
保全センター所長

50・４ 青森局人事課採用
16・４ 林野庁計画課課長補佐
19・４ 東北局三八上北署長
24・４ 関東局天竜署長

佐山　光則
（宮城県）

津軽
森林管理署長

58・４ 秋田局造林課採用
15・４ 林野庁木材課課長補佐
22・３ 中華人民共和国国家林業局
24・４ 北海道局森林整備第１課長

小西　秀夫
（富山県）

三陸北部
森林管理署長

６・４ 農林水産省入省
20・８ 近畿中国局企画調整室長
22・４ 外務省国別開発協力第１課課長補佐
24・４ 林野庁木材産業課課長補佐

橋爪　一彰
（静岡県）

三陸中部
森林管理署長

55・４ 農林水産省入省
11・４ 林野庁林産課課長補佐
15・８ 秋田県農林水産部森林技監
23・４ 林木育種センター海外協力部長

清水　邦夫
（秋田県）

盛岡
森林管理署長

50・４ 秋田局作業課採用
19・４ 東北局湯沢支署長
21・８ 北海道局檜山署長
24・４ 関東局棚倉署長

池田　　敏
（秋田県）

岩手南部
森林管理署長

54・４ 秋田局計画課採用
16・４ 東北局職員厚生課課長補佐
21・４ 東北局盛岡署次長
23・５ 東北局企画調整室監査官

仙北谷　彰 
（秋田県）

遠野支署長

50・４ 長野局臼田署採用
18・４ 四国局森林整備課長
23・10 中部局販売課長
25・４ 中部局保全課長

傳村　充善
（長野県）

米代東部
森林管理署長

56・４ 秋田局職員課採用
18・５ 東北局下北署次長
21・４ 東北局企画調整室監査官
25・４ 東北局総務課企画官

米澤　　実
（秋田県）

上小阿仁
支署長

49・４ 熊本局綾署採用
15・４ 林野庁管理課課長補佐
18・４ 東北局米代東部署長
24・４ 近畿中国局岡山署長

川瀬　政輝
（熊本県）

秋田
森林管理署長

54・４ 青森局作業課採用
20・４ 東北局国有林野管理課課長補佐
22・４ 東北局企画調整室監査官
24・４ 東北局山形署次長

菅野　敏裕
（岩手県）

湯沢支署長

60・４ 農林水産省入省
13・１ 林野庁林政課課長補佐
19・４ 大臣官房環境政策課課長補佐
24・２ 復興庁岩手復興局参事官

伊巻　和貴
（栃木県）

庄内
森林管理署長

57・４ 農林水産省入省
13・１ 林野庁森林保全課課長補佐
18・４ 国際協力機構技術審議役
24・４ 林野庁経営企画課企画官

髙野　憲一
（神奈川県）

山形
森林管理署長

54・４ 熊本局妖肥署採用
18・４ 四国局指導普及課長
21・４ 林野庁職員厚生課課長補佐
24・８ 近畿中国局指導普及課長

多田　弘之
（熊本県）

最上支署長

INFORMATION

新任者略歴紹介
４月１日付け

たかし そう けんいち よしお

まもる かずひこ しげよし みつのり

ひでお かずあき くにお さとし

あきら みつよし みのる まさてる

としひろ かずき けんいち ひろゆき

せきぐち かわはら けんもち ささき

たかはし いしだ かとう さやま

こにし はしづめ しみず いけだ

せんぼくや つたむら よねざわ かわせ

かんの いまき たかの ただ

8April 2014 



三
八
上
北
森
林
管
理
署

一
重

　喬
一
郎

森
林
官
（
奥
瀬
担
当
区
）

　
私
が
勤
務
す
る
三
八
上
北
森
林
管
理
署
奥
瀬
森
林
事

務
所
は
十
和
田
市
街
か
ら
奥
入
瀬
渓
流
・
十
和
田
湖
へ

向
か
う
途
中
の
国
道
１
０
２
号
線
沿
い
に
位
置
し
、
八

渓
山
・
十
和
田
森
林
事
務
所
、
法
量
森
林
事
務
所
と
の

合
同
事
務
所
で
す
。

　
奥
瀬
森
林
事
務
所
が
担
当
す
る
国
有
林
は
十
和
田
市

南
西
部
の
山
林
５
，１
０
０
ha
に
三
沢
市
沿
岸
の
海
岸

林
３
０
０
ha
弱
を
加
え
た
、
お
よ
そ
５
，４
０
０
ha
で

す
。
そ
の
う
ち
ス
ギ
や
カ
ラ
マ
ツ
な
ど
を
植
栽
し
た
人

工
林
が
お
よ
そ
60
％
を
、
ブ
ナ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
、
サ
ワ
グ

ル
ミ
な
ど
の
落
葉
広
葉
樹
か
ら
な
る
天
然
林
が
お
よ
そ

40
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
森
林
官
は
、
森
林
の
状
況
の
調
査
や
、
間
伐

な
ど
の
実
施
状
況
の
チ
ェ
ッ
ク
の
た
め
に
毎
日
の
よ
う

に
担
当
す
る
国
有
林
へ
出
か
け
て
い
き
、
山
の
中
を
歩

き
ま
わ
り
ま
す
。
そ
の
際
に
は
、
四
季
折
々
の
美
し
い

風
景
を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
も
多
く
、
仕
事
中
の

楽
し
み
の
一
つ
で
あ
る
と
同
時
に
、
森
林
を
健
全
に
維

持
し
て
い
く
重
要
性
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
三
沢
市
沿
岸
の
海
岸
林
は
、
強
い
海
風
や
塩
害
か
ら

住
居
や
田
畑
を
守
る
た
め
に
、
海
か
ら
の
潮
風
に
強
い

ク
ロ
マ
ツ
が
古
く
か
ら
植
栽
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
東
日

本
大
震
災
か
ら
３
年
余
り
が
経
過
し
た
現
在
、
津
波
に

よ
り
海
水
を
被
っ
た
影
響
な
ど
に
よ
り
、
当
時
は
無
事

だ
っ
た
ク
ロ
マ
ツ
が
枯
死
す
る
被
害
が
徐
々
に
広
が
っ

て
い
ま
す
。
状
況
に
応
じ
て
、
ク
ロ
マ
ツ
の
苗
木
を
新

た
に
植
林
し
た
り
、
残
っ
た
ク
ロ
マ
ツ
を
適
度
に
間
引

く
こ
と
で
海
岸
林
を
健
全
に
維
持
で
き
る
よ
う
対
策
を

講
じ
、
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
木
材
は
住
宅
や
家
具
、
紙
な
ど
の
材
料
で
人
々
の
生

活
に
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。
し
か
し
、
例
え
ば
ス
ギ

の
苗
木
を
植
え
て
か
ら
収
穫
で
き
る
よ
う
な
森
林
に
な

る
ま
で
に
は
早
く
と
も
40
〜
50
年
程
か
か
り
、
そ
れ
ま

で
に
も
雑
草
の
刈
払
い
や
間
伐
な
ど
の
手
入
れ
が
必
要

で
す
。
今
の
人
々
が
困
ら
な
い
よ
う
に
森
林
を
健
全
に

維
持
し
、
生
活
に
必
要
な
木
材
を
供
給
し
て
い
く
こ
と

は
重
要
で
す
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、
50
年
先
、
１
０
０

年
先
に
生
き
る
将
来
の
人
々
も
困
ら
な
い
よ
う
に“

今

何
を
す
べ
き
か” 

考
え
な
が
ら
、
森
林
官
の
仕
事
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

森 林 官 か ら の 手 紙

今
何
を
す
べ
き
か

平ノ沢林道から望む八甲田山

林床のアジサイ

紅葉した落葉広葉樹林
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早春の岩手山鬼ヶ城稜線より、秋田駒、鳥海方面を望む（東北森林管理局登山同好会提供）早春の岩手山鬼ヶ城稜線より、秋田駒、鳥海方面を望む（東北森林管理局登山同好会提供）
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東 北森林管理局

お か ま

東北森林管理局 発行日●平成26年４月／発行●東北森林管理局／秋田市中通五丁目9-16／TEL●018（836）2192

東北森林管理局では、日本の森林を育てるために
間伐材を積極的に使用しています。

　
御
釜
（
別
名
、
五
色
沼
）
は
、
宮
城
県
と
山
形
県
の
県

境
に
位
置
し
、
蔵
王
連
峰
（
蔵
王
国
定
公
園
）
の
熊
野

岳
、
地
蔵
岳
、
刈
田
岳
な
ど
の
山
々
を
有
す
る
火
山
群
の

中
の
一
つ
の
五
色
岳
の
中
に
あ
り
、
噴
火
後
の
火
口
に
水

が
た
ま
っ
て
出
来
た
火
口
湖
で
、
湖
の
大
き
さ
は
、
直
径

約
３
３
０
ｍ
、
最
大
水
深
約
30
ｍ
を
有
し
ま
す
。
天
候
等

諸
条
件
に
よ
っ
て
湖
水
の
色
が
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
調

や
る
り
色
調
に
変
化
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
五
色
沼
と
も

呼
ば
れ
豊
か
な
表
情
を
見
せ
て
く
れ
る
蔵
王
の
シ
ン
ボ
ル

で
す
。

　
御
釜
は
、
宮
城
県
の
代
表
的
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
で
、
蔵

王
町
の
遠
刈
田
温
泉
か
ら
約
40
分
、
蔵
王
エ
コ
ー
ラ
イ
ン

か
ら
蔵
王
ハ
イ
ラ
イ
ン
（
有
料
道
路
）
を
経
由
し
駐
車
場

に
車
を
止
め
る
と
、
展
望
ポ
イ
ン
ト
ま
で
は
バ
リ
ア
フ

リ
ー
と
な
っ
て
い
て
山
歩
き
に
自
信
が
な
い
方
で
も
そ
の

雄
大
な
眺
め
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
御
釜
の
周
辺
に
は
、
高
山
植
物
が
数
多
く
自
生

し
て
お
り
、
蔵
王
エ
コ
ー
ラ
イ
ン
沿
い
か
ら
は
『
こ
ま

草
』『
ハ
ク
サ
ン
チ
ド
リ
』『
リ
ン
ド
ウ
』
等
の
花
を
見
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
蔵
王
連
峰
の
峰
を
刈
田
岳
か
ら
南
に
屏
風
岳

に
向
け
て
縦
走
す
る
と
、
別
名 

”お
花
畑
“
と
言
わ
れ
て

い
る
『
芝
草
平
』
が
あ
り
、
多
種
類
の
高
山
植
物
が
生
息

す
る
湿
地
帯
で
、
雪
が
残
る
６
月
上
旬
か
ら
夏
真
っ
盛
り

の
８
月
上
旬
ま
で
、
上
品
で
可
憐
な
花
を
次
々
に
鑑
賞
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

我が署の隠れた名所 ■仙台森林管理署

●交通アクセス
・東北自動車道村田ICもしくは白石ICから車で約1時間

●東北森林管理局ホームページもぜひご覧ください

http://www.rinya.maff.go.jp/tohoku/

蔵
王
御
釜

お

か
ま

宮
城
県
蔵
王
町

〒981-0908　宮城県仙台市青葉区東照宮１－１５－１
TEL：022-273-1111　FAX：022-273-1115

御　釜

芝　草　平

東
北
自
動
車
道

東
北
新
幹
線

↑至仙台

村田Ｉ.Ｃ

白石Ｉ.Ｃ

↓至福島

4

山形自動車道

お釜

遠刈田温泉

交通関係：山頂駐車場まで
　　　　　自動車利用
　　　　　白石蔵王駅より110分
　　　　　村田Ｉ.Ｃより80分
　　　　　白石Ｉ.Ｃより80分

蔵王町役場

蔵王エコーラ
イン

白
石
蔵
王
駅

白石城

25
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